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岸本文男

中国が日本に石油の輸出を打診してきてからもう3

年にもなろう.当時その話について書いた毎目新聞カミ

錦酉油田という耳慣れない名を挙げて｢新しく発見さ

れた大規模なこの油田の開発のいちじるしい伸び｣を報

じ大きな反響を呼んだことは記憶されていよう.

この話のでる前にすでに知られていた中国の油田は

クラマイ油田(新彊省)･玉門油困(甘粛省)･冷湖油

田(青海省)･川中油田(四川省)などで(第1図)中

国の4大油田と称されていた.中国はこれらの油田

の位置を公表し設備の1部の写真も平気で雑誌に載せ

ていたしまた総生産量を推定し得るデｰタさえ秘密に

していなかった.だが1960年の冬(1960年初頭)か

ら力をつくして開発していたにもかかわらず1964年5

月にいたるまで位置や設備はもちろんのことその名

称さえ明らかにされない油賊ミあったのだ.それが

グｰチン

ここに報告する大慶油田である.

中国は｢原油の乏しい国｣として知られていた.

たとえば1907～1949年の42年間に採掘した原油カミわ

ずか270万トン余りということでも明らかなようぽ中

国は｢原油の乏しい副であった戸ところが新中国

の成立以来まず老爺廟採油所で少しづつ操油巷れて

いたのが拡大されて韮門滴閏と放り次いでクラ㌢イと

川中の両袖閏そしてツァイダム盆地の西紀ある冷湖油

同ヨカミ開発されるに及んで中国は｢原油の乏しくない国｣

に変ったカミそれでも輸入に頼る量は少なくなかった.
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彼らのいうその外浦はソ連とノトマニアに仰いでい

た.しかもその大部分がソ連からであった.ところ

カミ1960年に入って突然にソ連は石油の禁輸措置を中国

に対してとった.もちろん中ソ論争に発した報復的

な措置だったのだ.それだけでなくフノレシチョフ氏

は当時中国に派遣していた約3,900人のソ連人技術者全

員を帰国させると同時に一切の契約を破棄して設計

図とか工場施設や部品類なども送り返させたのであ

る.おまけに朝鮮戦争の時に援助として渡した武器

･弾薬･医療品などの代金を一莫大な金額であった由一

請求した.要するに石油を売らず採油をさまたげ

投資の余裕を奪ったわけである･それらのためであろ

うか.中国各地を走る自動車はガスの大きな袋を背負

い出し北京でも例外ではなかった.それが1962年に

なるとどこからか豊富にガソリンが送りこまれ自動

車は一勢にガス袋を棄てた.その頃の北京の様子を伝

える在中国の記者たちのメモには必ずといってキい位

このガス袋を見なくなったことが記録されていたほどで

ある.どこからきたガソリンか?関係部門の人々に

誰が聞いてもノｰ･コメントで1964年5月5目発行の

｢北京周報｣第18号で明らかにされるまで新油田の名

称すらナゾであった.それもこの最初の公表に当り

1枚のスケッチ(第2図)がついていたにすぎずこれ

だけでは新油田の様子も推定しかねたが文章の内容は

興味をそそった.その全文を転載するわけにのゆかな

いので抜粋してみると

吠慶はここ数年のうちに開発された新しい油閏で

･以前は見わたす限りの荒地であった｡一一石油労働

者の最初の五団が大慶紀ついたと蓄ごのあたりははて

しのない大広野だっね当時労働者牟ちはつねに露

宿するというありさまいちばんよいというのがテント

や掘立小屋にすぎなかった.しのつく豪雨も身をさ

す寒風も彼らの輩命精神を少しもくじくこをはで慈な

かった･…｣とある｡はてしない大荒野人の住ま
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ぬ土地時に襲う豪雨冬は身をさす寒風…･.そし

て4大油田と称されていたものとは違った大油田.草

原と砂漠を渡る送油パイプ.湖中の採油槽.

今年の5月から6月にかけて新華社通信は大慶油田

の写真をたくさん発表しそのべ一ルを脱がせた.多

チニンピン

くの労働者カミ煎餅を好む北方人であることも明らかに

して.実際の開発ぶりにもふれ1960年3月に玉門油

岡とクラマイ油田からやってきたさく井隊が協力して

第1号井の噴油をもたらしたこと採油設備や精油施設

は上海の労働者が製造した｢自力更生｣の産物であるこ

となどを示している秘この大慶油田の開発こそ中国

の自動車からガス袋を取り上げただけでなくジェット

弾の燃料を確保し人民公社のトラクタｰや揚水ポンプ

の活動を保証したものとして誇らかに述べている.

そして日本に輸出してもよいという.

この大慶油田で働き労働英雄その他の表彰を受けた

者がすでに1万人を越える由何度も重ねて功労を讃

えられた人もあるに違いないがそれにしてもいった

い何万人働いているのだろう.

まだ位置は公表されていない.しかし発表文の表

現やあるいは写真から考えるともはや公表されたに等

しかろう.とっくりと写真をなカミめていただきたい.

寝言になるのかも知れないカミ今にして思えば大慶

油閏の名が明らかにされる前に関連のある一連の発表

カミあった.ただ当時はピIンとこなかっただけである.

赫立する大嬢油閏の滴丼

たとえば1963年10月1目付人民日報の社説に｢石

油｡化学･鋼材などの稀有品種の生産能力にも新しい発

展カ三みられ…･｣とあったし同年9月ユ5目の朝鮮にお

ける劉少奇演説の中にも｢中国で急速に発展しつつあ

る石油工業はいま一連の新しい油田を開発し現在あ

る油田を拡大している｣とありまた北京周報1964年

1月7貝号においては｢1962年の石油工業の基本建設

の規模は過去のいかなる年よりも大きかった.1963年

に建設された精油設備の総生産能力は1962年に新たに建

設されたものの5倍にふえた.一つの大型精油工場を

建設するための投資と時間は今までより少なくなった.

中国の専門家によって設計されたこのような工場は中

国の精油部門の最新技術の成果を十分にとり入れてい

る｣と述べられているし1963年末の全国人民代表大会

のコミニュケには｢中国の必要としている石油は今

では基本的に自給できるようになった｣というくだりが

あり人民中国1964年4月号には石油科学研究院副院

長侯梓麟氏洪寄稿した文の中で｢玉門油田は戦前の数10

倍の産油であるカミそれでも中国最高ではない.採油

量はもちろん規模の点でも近代化の点でも新しい油

田は玉門油田をはるかにしのいでいる｣ことを明らかに

していたのである.

結果論であるカ茎中国人の書いていることには眼光紙

背に徹しなくてはならないらしいと思っている.

(筆者は鉱床部)

大慶油閏開発…こ出かける着讃たち

開発初期の住宅厳寒にうちかった削ご地中に穴を掘って住居とし大

草原に根を下していった

鍛初の雨季労働者たちは大鑑の資材を肩にかつ

いで現場に運んだ�
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策1号井の噴油成動

螢働英雄三進言鉄人とよび王門漁

田から大慶に最初にの夢

萎､

大慶製油工場の｢遅延焦化｣塔原油かすからコｰクスを

作る設備

地質調査隊員

の室内検討会

さく

井嫁の作楽ぷリ

製油工場の一部

中国の各地へ原油と精製品を送り出す滴槽列車�


